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AHIをご支援くださる皆様へ

３年間の中期方針を振り返って

過去3年間（2023年〜2025年）の「中期全体方針」に基づく事業報告と、次なる3年間（2026
年〜2028年）に向けた事業計画をお届けします。
「学び合うコミュニティをつくる」実践のひとつとして、元研修生を国際研修のコーディネー

ターとして招く取り組みを2024年度に開始し、今年度で3回目を迎えます。実際に研修に参
加し、その経験を地域での活動に活かしてきた人たちが、新たな研修生を支え、帰国後の実
践へとつなげます。

また、コロナ禍で中断していた「おーぷんはうす」の再開も、ボランティアのみなさんと
ともに進める、「学び合うコミュニティをつくる」大切な実践のひとつです。

さらに豊かなものにしていけるよう、ともに歩んでいただければ幸いです。

AHIは「誰もが尊重され健康に暮らせる社会をめざして行動する人を育む」ことをミッションとして活
動する団体です。2022年度、これを明文化し、下記３つの柱を策定しました。
＊自分らしさが生かされ、参加できる場を提供する
＊「誰もが尊重され、健康に暮らせる社会」づくりについて学び合う場を提供する
＊学びを広げるための主体的な動きを後押しする
そして上記ミッションの方途として、2023年度～2025年度の中期全体方針を下記のように定め、取り組
みました。
１. 学び合うコミュニティをつくる
２. 伝える・共有し一緒に考える
３. 組織基盤を強化する

理事長　齋藤　尚文

事務局長　清水　香子

AHIは2023年度から2025年度までの3年間、「学

び合うコミュニティをつくる」を中心テーマに活

動を進めてきました。

私たちが目指してきたのは、人と人とが出会い、

それぞれの経験や知恵を持ち寄りながら、ともに

学び、地域の課題に向き合う関係を、日本も含む

アジアで、生み出し広げていくことです。

研修後も続く「学び合い」の仲間づくり

中期方針の策定にあたり、AHIが目指すことと

してあらためて明確にしたことがあります。それ

は、国際研修で参加型を経験した研修生が、その

考え方と手法を活用し、実践し、新たな学び合い

を生み出すことをサポートするということです。

研修生同士がそれぞれ試行錯誤した実践を共有

し、学び合いの場を作りだしていくことができる

よう、課題やニーズを把握し、オンラインでの勉

強会や協働事業を行いました。

さらに、国際研修のコーディネーターとして元

研修生を招く取り組みも始めました。かつて研修

に参加した人が、今度は新しい研修生を支える立

場となり、自らの経験を伝える。そのような循環

が生まれ始めています。

また、インドでの協働事業や住民参加の保健政

策のしくみの強化に向けた取り組み、インクルー

シブな社会にむけたアプリの普及を目指す活動な

ど、国を越えて学び合う、元研修生とその仲間の

グループが育ちつつあります。

まだ多くの取り組みは発展途上ですが、「学び

合うコミュニティ」の新たな芽が、生まれてきた

3年間でした。
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「あちら」と「こちら」を超えた学び合い

近年、高齢化や環境問題、多文化共生など、

日本と日本以外のアジア諸国の課題とその取り

組みは共通化してきています。中期方針では、

日本国内で地域づくりに取り組む人たちと研修

生が出会い、学び合う機会を、より積極的に位

置づけました。そして、ともに学ぶ仲間として

つなぐことを目指しました。

そのねらいのもと、地域活動に取り組む方々

との勉強会やワークショップを行い、そのつな

がりを活かして研修生との交流の機会を作りま

した。

今後、日本の人たち、そして研修生にとって

魅力ある学び合いのプログラムを作っていくた

めにも、AHI自身が、日本の地域活動団体から

学ぶことが重要であると考えています。

サポーターの皆さんとのつながり

AHIの活動は、多くのサポーターの皆さんに

支えられています。

この3年間は、コロナ禍の影響で弱くなってい

たつながりを取り戻し、再び皆さんと一緒に活

動できる場を増やすことに力を注ぎました。

メールマガジンやSNSでの発信を工夫し、活

動をより身近に感じていただけるよう努めました。

また、大学生ボランティアが研修生との交流

会を企画・運営するなど、新しい世代の参加も

広がりました。2025年度には、長く開催できな

かった「おーぷんはうす」を新しい形で再開す

ることができました。久しぶりに顔を合わせた

来場者の方々が語り合う中、姿を拝見し、AHI

が大切にしてきた「交流」と「学び合い」の可

能性を改めて実感する機会となりました。

次の3年に向けて

この3年間を振り返ると、多くの挑戦が始まり、

次につながる種がまかれた期間だったと感じます。

一方で、元研修生による自主的な活動の広が

りや、若い世代との新たな出会い、安定した組

織運営や財政基盤づくりなど、取り組むべき課

題も少なくありません。

私たちは、これまでの経験から多くのことを

学びました。その学びを土台に、次の3年間も「誰

もが尊重され、健康に暮らせる社会」を目指して、

人と人とが学び合い、支え合うつながりを育ん

でいきます。

2024年9月、研修生との交流会。大学生が考えたじゃんけん列車でアイスブレイク。
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期  間 2025/8/25～9/28

参加者 NGO職員９名、
行政職員１名
(８か国：バングラデシュ、タイ、
カンボジア、ネパール、フィリピン、
スリランカ、東ティモール、ベトナム)

事業地 アジア保健研修所

背  景
目  的

地域課題の解決には、多様な人びとの協働
と、特に疎外されがちな人たちの意思決定
への参加が欠かせません。そこでAHIは、
住民が自ら考え行動する地域づくりを目指
し、地域の住民グループづくりを行うNGO
職員を対象に研修を行っています。研修で
は、参加型の考え方や手法を学びながら、
住民主体の活動を支える力を育みます。

■2025年度国際研修の特徴・力を入れた事柄

昨年に引き続き、元研修生をコーディネーション・チーム
に迎えました。
より研修生の意思決定や主体性が生まれる環境をつくるた
め、コーディネーターの役割と責任を改めて整理し、チー
ム内でのより密な情報共有と相談の仕組みづくりに努めま
した。

■振り返り
上記の実践を通じて、2025年度の研修生は例年よりも多
くのテーマに取り組み、参加型セッションを企画・運営す
る力を向上する機会を重ねました。また、9名のインター
ンを受け入れました。研修生から刺激を受け、新たなこと
に積極的に挑戦する中で自分の力に気づくなど、自らを成
長させる場となりました。

国際研修

2025年度のテーマ：参加型アプローチを通した住民エンパワメント
　　　　　　　　  ―持続的な地域をめざして

研修の始めの頃、私は何事にも全力で取り組んでいました。しかし１
週間ほど経った頃、他の研修生から「話しすぎている」と指摘されました。
ショックでしたが、自分の頑張りが他の人の学ぶ機会を奪っていたこと
に気づきました。
帰国後、私の仕事の進め方は大きく変わりました。以前は自分で判断

し指示を出していましたが、今は地域の人びとが役割を担い、自ら決定
できるようにサポートすることを大切にしています。これが、私が目指す
リーダーシップです。

エル・ビーさん
意識化と若者の活動フォーラム

(ネパール)

研修生の声

学び合うコミュニティをつくる
一人ひとりが学び、実践し、その経験の共有から、さらに互いに学び合う

重点方針1
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①研修と実践支援
2023年度から、元研修生のチャヤさんが中心となり、小規模NGOの住民参
加を促す能力向上とネットワーク強化を目指す事業を行っていました。2025
年度前半は、事業の中核となる研修を、より参加者同士の議論を深め、学び
合うものにするため、内容や手法の見直しを行い、11月に実施しました（参
加者12名）。1月以降は、事業の締めくくりとして、過去2年間の研修参加者
を対象に、研修で得た学びが現場でどのように実践されているかについて聞
き取り調査を行いました。

②保健総会の強化に向けた摸索
タミルナドゥ州には、住民の声を保健政策に反映する仕組み「保健総会」が
各県にありますが、少数民族やダリット（※）の人びとの参加は十分には保障さ
れていません。元研修生のスターリンさんは同地域で活動する他のNGOと話
し合い、まずは住民が総会の仕組みや課題を学ぶこと、そして行政や保健医
療従事者と対等に協議するスキルを身につけることが必要だと考えました。
その後、企画づくりに着手しました。
※ダリット：カースト制で最底辺に置かれている人びと

①Y
イエス

es T
ト ゥ

o A
ア ク セ ス

ccessプロジェクト
 　2025年7月　参加者50名
インド・カルナタカ州の元研修生スリニさんのチームは、市民
が建物のアクセシビリティ情報を簡易に収集・共有できるスマー
トフォン・アプリを開発しました。このアプリをインド国外で
も広げ、アクセシビリティの向上を求めるアジア全域での連帯
へと発展させることを目指し、元研修生やその仲間を対象に、
オンライン勉強会を開催しました。インド以外の参加者から、
自国での活用に期待する声が寄せられました。

②次世代育成　
テーマⅠ「立場や考え方が異なる若者たちの学び合う場をどうつくる？」　
2025年4月　参加者　13名
元研修生テリームさん（パキスタン）の呼びかけで行いました。
テーマⅡ「災害時における若者たちの役割とは？」　
2026年2月　参加者20名
元研修生エル・ビーさん（ネパール）、タクシャさん・ダヤンタさん（スリランカ）
と、３人が支援する若者グループメンバーが事例を紹介しました。この勉強会
には、2026年度国際研修に応募をした人たちも参加し、学び合うコミュニティ
の仲間入りをしました。

③2024年度国際研修生のフォローアップ
2025年7月 参加者6名、11月 参加者6名

それぞれの活動計画の進捗と、その中で得た学びや課題を共有する会合をもち
ました。「性と生殖に関する健康」といった課題について若者と話す難しさや、
参加型を実践して直面した壁など、国際研修での学び合いを思い出しながら助
言を交わしました。

▶「健康の公正性」をめざす事業

▶オンライン勉強会

期  間 通年

参加者 元 研 修 生 と そ の 活 動
パートナー

事業地 ①インド北部
　主にラジャスタン州
②インド南部　
　タミルナドゥ州

背  景
目  的

貧しい人や周縁化された人
ほど不健康な状況に置か
れる傾向にあります。イン
ドはさらにそれが顕著な一
方、公的な保健医療サービ
スの質や量は十分ではあり
ません。住民自身が行政に
対して声を上げ、行政を動
かす力をつけることが必要
です。元研修生によるその
活動を、様ざまな形でAHI
は支援しています。

期  間 通年

参加者 元 研 修 生 と そ の 活 動
パートナー

背  景
目  的

元研修生が住民と取り組
む地域の課題は、いっそ
う多様で複雑になってい
ます。経験や知見を分か
ち合い、アップデートし
続けることが大切です。
研修生の関心や課題に基
づいてテーマを設定し、「学
び合い」と「学びの実践」
を後押しします。

元研修生から広がる

学び合うコミュニティづくり

タカ州の元研修生スリニさんのチームは、市民
が建物のアクセシビリティ情報を簡易に収集・共有できるスマー
トフォン・アプリを開発しました。このアプリをインド国外で
も広げ、アクセシビリティの向上を求めるアジア全域での連帯
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▶「ちょい読みサロン」

期  間 通年、計５回

参加者 各回10～12人

事業地 オンライン
（対面　札幌にて１回）

背  景
目  的

国内で地域活動を実践している人
たちが、本を読み解きながら、共
通の課題についてそれぞれの経験
をもとに語り合います。そこでの新
たな発見が、次の行動につながる
きっかけとなることをめざしています。

「学ぶことは変わること   地域と自分の力を
  引き出すアイディアブック」を使って

テキストは1982年に出版された“Helping Health 
Workers Learn”（デビッド・ワーナー他著）の日
本語訳です。イラストが豊富で、具体的な事例の
紹介もあり、現代の日本に暮らす私たちの生活や
仕事、人間関係にも応用できる内容です。

■どんな話をしたか
教育、防災、居場所づくりなどのテーマで、参加者がそれぞれの仕事
やボランティア活動での学びや悩みを紹介し、本の内容と照らしなが
ら全員で話し合いました。また、国際研修の一環である岐阜県垂井町
のNPO訪問に参加し、研修生とともに、地域づくりについて考えました。

▶諸団体との連携

参加者の声
「学んだからと言って、変われない自分」の取り扱いに悩んでいた時、「ちょい読みサロン」
を知りました。長い間、中学校現場に身を置いてきてわかったのは、立場を超えて、お互
いの力を信じ、尊重し対話することの大切さと、安心安全な環境でこそ、深い学びや実践
力が得られるということ。多様なフィールドで活躍する人びとが集う「ちょい読みサロン」
でも、同じことを実感することができました。ぜひ気軽に参加してみて！新しい発見があ
ること間違いありません。松田真紀さん

（日本の地域活動実践者が学び合うコミュニティづくり）
学ぶ⇔変わるプログラム

＊ 下記の団体に加盟し、国際協力・開発教育・障害分野などに関する学習・情報収集や関係づくりを行いました。
 名古屋NGOセンター、名古屋キリスト教協議会、障害分野NGO連絡会JANNET、開発教育協会DEAR、他
＊ 賛同署名：国内外の団体による、ミャンマー、ガザ、イランの人びとの命・健康と人権の擁護を訴える声明

や要請文、世界銀行やアジア開発銀行の原発融資支援方針の解除撤回を求める署名、また日本で高まる排
外主義へのアクションを呼びかける声明に賛同し、市民社会の立場から声を発する動きに加わりました。
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伝える・共有し一緒に考える
AHIのビジョンに共感・賛同する人との関係を構築・継続し、強める

重点方針2

● 会報編集委員
会報編集ボランティアが
中心となり作成。2025年
度はボランティア自身が
オンラインで元研修生に
インタビューする記事が
増えました。サポーター
の視点から活動を伝えよ
うと、職員も一緒に話し
合いを重ねて作成しました。

●ウェルカムパーティー

●アジアのNGOワーカーと交流できる！
●海外の人だけでなく、国内でも普段出会えない
　人と関わることができ、視野が広がる。
●昔からの繋がりがある人と再会する場所。
●このイベントを通して、企画力がつきます。
●自分のアイディアを形にできて、自信がつきます。
●安心して意見が言える場所。
●このあつまりが癒しです

今度はあなたもボランティアとして参加してみませんか？
気になった方は、AHIまでお問い合わせください☆

一緒にまなぶ、交流する

●おーぷんはうす 
　～まなび・であい・つながる１日～

コロナ禍を経て、６年ぶりに開催しました。長
年のサポーター同士の再会や、新しいボランティ
アとの出会いがありました。従来より小さい規
模でしたが、おーぷんはうすを通じて、改めて
サポーターと繋がり直す機会となりました。

● 小学校での国際理解講座
「わたしの健康、わたしたちの健康
―元気のカギは、社会にある！？」　計２校
日進市との協働事業は2025年度で12年目です。
講座内では研修生のインタビュー動画を紹介。
その後子どもたちと研修生を手紙でつなぎまし
た。研修生は「子どもたちの言葉が活動の励み
なった」、子どもたちは「中学生になるにあたって、
勇気づけられた」というコメントを交換しています。

その①ボランティアの声
おーぷんはうすに関わる魅力を聞きました！

2025年9月28日　参加者約200名

2025年８月30日
参加者61名

昨年より参加者が20
名程増えました。イ
ンターン生が企画を
考えて盛り上げました。
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サポーターのみなさまへAHIの活動内容や
イベントのお知らせなどを発信しました。

●事業報告・計画書の発行：2025年8月

●会報誌「アジアの健康」の発行：
年に２回夏号（2025年8月）、冬号（2026年2月）
各2500部。

●メールマガジンの配信：毎月１回

● SNSの更新：ブログ、Facebook、Instagramを
随時発信。

●活動紹介「初めて始めて講座」
原則月１回開催

学生やボランティア活動に関心を持つ人たちを対
象に、ワークショップを交えながら、AHIが目指す
社会や取り組み、ボランティア活動を紹介しました。
参加者 83名

● 想いを伝える遺言書講座：2025年4月12日  
参加者 15名

人生で大切にしたこと、自分と家族や社会との関
係などについて、自分の想いを伝えることができ
る遺言書の書き方講座を開催しました。

● オープンボランティアデー：2025年7月26日
参加者 0名　2026年1月31日　参加者3名

気軽にボランティアに参加できる機会として、親
子の方など、会報発送作業に協力していただきま
した。

● 工作ワークショップ～みんなの未来けん
こう図～：2025年8月23日　参加者 ８名

2025年度の国際研修のコーディネーターで元研修
生のアーロンさんも加わり、子ども向けの講座を
市民交流施設にて行いました。身の回りの物を使っ
て目指したい未来を形にする工作を行い、それぞ
れに発表。国に関係なく、人びとが望む未来には
共通する部分があることに気づきました。

● サポーターの方とのお茶会：2026年1月10日  
参加者 22名

日頃の感謝を込めて、サポーターの方とお茶やお菓
子を楽しみながら話す、お茶会を開催しました。

広く伝える、つながる

その②ボランティアの声
宮田　瑛梨さん（大学生）
AHIのボランティアは、長い人も新
しい人も、みんなで一緒に行います。
効率重視ではない、そこに価値があ
ると思いました。年齢も意外と関係
なくて、その場を一緒につくる仲間
だと感じられました。
居心地の良さを感じています。

その②
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組織基盤を強化する
参加型で持続的な組織をめざし、長期的視点をもって財源管理と

人材育成を行い、そのための体制や環境を整備・改善する

重点方針３

１.理事会・評議員会
＊理事会の機能強化
定款に基づいて評議員会と理事会を開催しまし
た。また、専門分野に詳しい理事と事務局は、情
報共有と解決改善に取り組みました。

＊課題に対する組織的な取り組み
定款自治の考え方に基づいて、法人運営の改善、
効率化について協議しました。また、賛助会員の
著しい減少に対応するため、事業内容に応じた計
画的な資金の取り崩し、将来を見据えた資産の運
用について、議論しました。

＊コンプライアンス委員会の設置
新たに独立した機関としてコンプライアンス委員
会を設置し、その下に相談窓口を設けました。

理事11名、監事3名、評議員10名（2025年度末）
理事会（4回開催）、評議員会（2回開催）

２.総務・労務関係
＊建物及び建物附属設備等
給排水管等の不具合が続いているため、清掃及び
修繕を行いました。

＊職員の労働環境改善
職員数の充足とともに、定着促進、計画的な職員
の採用等について検討を進めました。

３.賛助会員募集・募金活動
＊賛助会員（2025年度末）
　賛助会員総数　1,828名 ＜前年度比▲96名＞
　寄付者総数　　   511名 ＜同▲11名＞

＊会費収入　10,053,000円(同▲616,255円)

＊寄付金　19,977,119円(同▲ 3,325,340円)

＊「ギフトリレー」（古本・切手等）
　115件　490,779円（同▲26件、▲86,154円）
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貸借対照表（要旨）（2026年 3月31日現在）

(単位:円)
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部
 1. 流動資産

現金預金 24,538,885 25,746,066 ▲ 1,207,181
貯蔵品 187,200 187,200 0
前払費用 71,621 19,909 51,712
仮払金 57,849 0 57,849

流動資産合計 24,855,555 25,953,175 ▲ 1,097,620
 2. 固定資産

基本財産 303,232,650 286,042,650 17,190,000
特定資産 581,871,550 566,900,535 14,971,015
その他固定資産 70,384,013 74,890,262 ▲ 4,506,249

固定資産合計 955,488,213 927,833,447 27,654,766
資産合計 980,343,768 953,786,622 26,557,146

Ⅱ 負債の部
 1. 流動負債

預り金 118,011 383,371 ▲ 265,360
 2. 固定負債

固定負債合計 2,112,058 2,112,058 0
負債合計 2,230,069 2,495,429 ▲ 265,360

Ⅲ 正味財産の部
 1. 指定正味財産

寄付金 362,975,756 347,134,799 15,840,957
受贈土地 48,312,650 48,312,650 0
受贈投資有価証券 254,920,000 237,730,000 17,190,000

指定正味財産合計 666,208,406 633,177,449 33,030,957
 2. 一般正味財産 311,905,293 318,113,744 ▲ 6,208,451

正味財産合計 978,113,699 951,291,193 26,822,506
負債及び正味財産合計 980,343,768 953,786,622 26,557,146

1）貸借対照表
年度末の資産は、前年度末から増加しています。資
産のうち、事業の使途が指定されている財産（指定
正味財産）は増加していますが、それ以外の財産（一
般正味財産）は減少しました。資産のうち金融資産
が87％を占めており、このうち米ドル建が26％、円
建が61％で、為替の影響を受けやすい構成になって
います。

2）正味財産増減計算書
●一般正味財産
経常収益では、前年度末と比較してドル高となった
ため為替差益が増加しました。また、会員数が減少
傾向にあり、受取会費、受取寄付金とも減少しまし
た。経常費用は、職員が減ったため人件費が減少し
たこと等により、全体として減少しました。

●指定正味財産
事業の取り組みに応じて指定正味財産から一般
正味財産へ振替えました。株高、円安ドル高の
影響を受けて、全体としては増加しています。

決算報告
2025年度決算

経常収益では、受取会費や受取寄付金の減少傾
向に対応して、事業の取り組み状況に応じて指
定正味財産の寄付金から一般正味財産への振替
額を見込んでいます。
経常費用では、現状の職員数を想定して人件費
を計上したほか、事業計画に対応した研修生生
活費、海外送金の予算を計上しています。

2026年度予算
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(単位:円)
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
 1. 経常増減の部

(1) 経常収益
基本財産運用益 4,538,642 4,088,642 450,000
特定資産運用益 1,784,682 1,710,861 73,821
受取会費 10,053,000 10,669,255 ▲ 616,255
事業収益 380,007 447,486 ▲ 67,479
受取寄付金 20,417,943 25,973,304 ▲ 5,555,361
為替差益 5,375,488 13,730 5,361,758
雑収益 265,302 172,455 92,847

経常収益計 42,815,064 43,075,733 ▲ 260,669
(2) 経常費用（事業費+管理費）

人件費 32,766,907 37,138,557 ▲ 4,371,650
旅費交通費 1,535,216 1,354,484 180,732
通信運搬費 963,033 1,603,247 ▲ 640,214
減価償却費 4,049,891 4,210,122 ▲ 160,231
消耗品費 657,176 541,623 115,553
修繕費 1,328,384 2,096,987 ▲ 768,603
印刷製本費 1,485,741 1,697,468 ▲ 211,727
光熱水料費 962,357 940,254 22,103
賃借料 399,000 391,006 7,994
保険料 377,170 238,730 138,440
諸謝金 689,832 499,726 190,106
租税公課 92,875 48,630 44,245
支払負担金 107,000 90,000 17,000
海外研修直送金 2,200,054 1,984,120 215,934
研修生生活費 650,394 455,410 194,984
会議費 950 6,928 ▲ 5,978
為替差損 2,805 953,682 ▲ 950,877
雑費 754,730 802,481 ▲ 47,751

経常費用計 49,023,515 55,053,455 ▲ 6,029,940
当期経常増減額 ▲ 6,208,451 ▲ 11,977,722 5,769,271

 2. 経常外増減の部
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 ▲ 6,208,451 ▲ 11,977,722 5,769,271
一般正味財産期首残高 318,113,744 330,091,466 ▲ 11,977,722
一般正味財産期末残高 311,905,293 318,113,744 ▲ 6,208,451

Ⅱ　指定正味財産増減の部
特定資産受取利息 6,063,688 6,173,811 ▲ 110,123
受取寄付金 1,760,000 1,760,000 0
基本財産評価損益等 17,190,000 4,500,000 12,690,000
特定資産評価損益等 10,218,093 ▲ 1,721,250 11,939,343
一般正味財産への振替額 ▲ 2,200,824 ▲ 4,430,845 2,230,021
当期指定正味財産増減額 33,030,957 6,281,716 26,749,241
指定正味財産期首残高 633,177,449 626,895,733 6,281,716
指定正味財産期末残高 666,208,406 633,177,449 33,030,957

Ⅲ　正味財産期末残高 978,113,699 951,291,193 26,822,506

正味財産増減計算書（2025年4月1日から2026年3月31日まで）

収入（一般正味財産のみ）
約4,200万円

支出（事業費+管理費）
約4,900万円

雑収益等 1％
（事業収益など） （修繕費や光熱水料費など）

寄付収入
48％

会費収入
25％

資産の運用益
15％

為替差益 13％

人件費
67％

その他 13％

減価償却費 8％

研修生生活費 1％
旅費交通費 3％

印刷製本費 3％

海外研修直接送金
5％



AHIの「学び合うコミュニティ」って？
AHIの国際研修やイベントでは、国や立場を越えて人が出会います。一人ひとりの経験はその
場で活かされることも、十分に活かされないこともあります。その中で、経験や意見を出し合い、
学び合うことができる場をつくり、そのコミュニティが広がっていくことを目指しています。

理事　11名

岩本和則【専務理事】、太田智恵子、金森淑英、
木下ゆり(新任)、齋藤尚文【理事長】、坂本真理子、
清水香子【業務執行理事】、寺田裕美、所俊邦、
三島知斗世、山中隆生

職員の紹介  9名

常　勤： 清水香子【事務局長】、木村ひかる、
　　　　髙田弥生、林かぐみ、山下紗織
非常勤：犬塚茜、大熊優子、大野純子、傍島聡子

2026年8月1日現在

評議員　10名

井手宏、川上侑(新任)、木下喜也、龍田成人、
富田高平(新任)、中村隆、西田文乃、長谷部一夫、
吹上康代、ロバート・キサラ

監事　3名

稲垣正、佐久間とう子、朝長孝(新任)

役員の紹介

HP

※AHIは「公益財団法人」の認定を受けています。会費および寄付には、所得税、
法人税、相続税の優遇措置が適用されます。税額控除制度にも適応しており
　ます。確定申告時に領収書を税務署にご提出ください。詳細は事務局まで。

AHI事務局

（50音順、敬称略）
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